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要要  旨旨  

本研究の目的は、看護学生における援助要請スタイルの特徴を自己肯定感と自己成長主導性と関連付

けて明らかにすることである。近畿地方の 3 大学で看護学生を対象に Web 調査を実施し、242 名の有
効回答が得られた。対象者を永井の援助要請スタイル尺度の分類に従い自立群、過剰群、回避群の 3群
に分類し、3群間の差の検定を Kruskal-Wallis検定により行い、Steel-Dwass検定により多重比較を行
った。自立群は、援助要請自立型の平均値（SD）が 22.08（2.73）で、援助要請過剰型が回避群より有
意に高く、援助要請回避型が過剰群より有意に高かった。過剰群は、援助要請過剰型の平均値（SD）が
24.63（2.95）で、援助要請回避型が他の 2群より有意に低かった。自己成長主導性が自立群よりも有意
に高く、自己成長主導性の下位概念である資源の活用は、他の 2群よりも有意に高かった。自己肯定感
は回避群より有意に高かった。回避群は、援助要請回避型の平均値（SD）が 22.96（2.93）で、援助要
請過剰型が他の 2群より有意に低かった。以上より、看護学生においては、資源を活用するために援助
要請を促す教育的関りを持つことで、自己成長につながり、自己肯定感が高くなる可能性が示唆された。 

 
キーワード：看護学生、援助要請スタイル、自己肯定感、自己成長主導性 

Keywords：nursing students, help-seeking styles, self-esteem, self-directed growth  

 
 
ⅠⅠ．．緒緒言言  
看護師は、チーム医療の中で連携や協働が必要

な専門職であり、適切な援助要請行動が必要とさ

れる 1)。一方で、一般大学生を対象とした研究で

は「遠慮」や「察し」等の日本人特有のコミュニ

ケーションの特徴 2) や、コロナ禍の影響による人

間関係の希薄化 3) 等が指摘されている。また、看

護学生においても近年のコミュニケーション不

足や、自己充足的な学習を行う傾向が指摘されて

いる 4)。このような対人能力の低下に対し、看護

基礎教育において、適切な援助要請行動につなが

る支援が求められる。 
援助要請は「情動的または行動的問題を解決す

る目的でメンタルヘルスサービスや他のフォー

マルまたはインフォーマルなサポート資源に援

助を求めること」と定義される 5)。永井は、援助

要請には、困難を抱えても自身での問題解決を試

み、どうしても解決が困難な場合に援助要請を行

うという「援助要請自立型」、困難を抱えた際に、

十分な自助努力を行わずに安易に援助要請を行

う「援助要請過剰型」、困難な問題を抱えても、

一貫して援助要請を回避する「援助要請回避型」
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の 3つのスタイルがあるとしている 6)。先行研究

では、援助要請行動と性別 7) や援助要請に対する

抵抗感 8) 等との関連、援助要請スタイルごとの関

連要因の違い 9) について明らかにされている。し

かし、これらの研究は、援助要請行動の合計や各

援助要請スタイルとの関連を見たものであり、主

に自立型の援助要請行動をとる者が、過剰型や回

避型の援助要請行動をどの程度とるのかに着目

した研究は見当たらない。適切な援助行動につな

がる支援をするためには、援助要請スタイル間の

関連も含めて、看護学生の援助要請の特徴を明ら

かにする必要がある。 
近年、社会全体に多様性を尊重する動きが広が

っており、援助要請スタイルに応じた教育を行う

必要性が指摘されている 10)。田島 11) は、援助要

請行動と自己肯定感の関連を明らかにしている。 
自己肯定感とは、自己を全体として価値ある存

在として評価できる肯定的な感情と定義されて

いるが 12)、日本の学生の自己肯定感の低さが指

摘されており 13)、自己肯定感の育成は教育の重

要課題といえる。また、教育においては、学生の

前向きな変化への意識や自己成長への動機づけ

である自己成長主導性の育成の重要性も指摘さ

れており 14)、自己肯定感と自己成長主導性の関

連も示されている 15)。看護学生の援助要請の特

徴を自己肯定感および自己成長主導性と関連付

けて明らかにすることにより、自己成長の動機づ

けとなる援助要請の在り方について有用な示唆

を得ることができると考える。 
以上より、本研究では、看護学生における援助

要請の特徴を自己肯定感と自己成長主導性と関

連付けて明らかにすることを目的とする。援助要

請スタイル間の関連も含めて、看護学生の援助要

請の特徴を明らかにすることにより、より詳細な

援助要請の特徴を理解することができ、看護学生

の援助要請のスタイルに応じた支援、自己成長の

動機づけや自己肯定感の育成につながる支援に

貢献できると考える。 

ⅡⅡ．．研研究究方方法法  
11.. 調調査査方方法法  
短期大学および専門学校は3年制であり各学

年での修業内容が異なり、社会人経験等の経験

値が異なる学生が含まれ、援助要請行動や自己

肯定感は対人ネットワーク、臨地実習等の経験

と関連している16) 17)ことから、本研究では看護

系大学に所属する看護学生（1～4年生）を対象
とし、無記名自記式Web調査を実施した。また、
援助要請と性別の関連7）があることから男子学

生を分析から除外した。 
研究室に機縁する近畿地方の看護系大学の教

員または学部長、学科長等に文書または口頭で

研究協力について説明し、文書または口頭で承

諾を得ることができた3校で調査を実施した。 
22.. 調調査査内内容容  
基本属性は、学年、性別、同居者の有無、アル

バイト先の数、部活・サークルの所属数とした 
援助要請スタイルは、永井の援助要請スタイ

ル尺度（12項目）6)を用いた。援助要請自立型 4
項目、援助要請過剰型 4 項目、援助要請回避型
4項目の全 12項目で構成され、7件法で回答を
求める。援助要請自立型得点が得点範囲 4 点～
28 点の中央である 16 点以上であり、かつ援助
要請過剰型得点および援助要請回避型得点より

も高い場合、援助要請自立群（以下、自立群と

する）とされる。援助要請過剰型得点および援

助要請回避型得点に対しても同様に、援助要請

過剰型得点および援助要請回避型得点が 16 点
以上、かつ他の 2 つの援助要請スタイルの得点
よりも高い場合、それぞれ援助要請過剰群（以

下、過剰群とする）、援助要請回避群（以下、回

避群とする）とされる。 
自己肯定感は、Rosenberg Self-Esteem Scale: 

RSES の日本語訳であり、内田・上埜によって
信頼性・妥当性が検証された日本語版 RSES（10
項目）12) 18) を用いた。4件法で回答を求め、得
点が高いほど自己肯定感が高いとされる。 
自己成長主導性は、徳吉・岩崎の PGIS-Ⅱ19)
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日本語版（16項目）15) を用いた。「私は自分を

向上させようと積極的に取り組む」等の積極的

な行動 4項目、「自分の成長にあった実現可能な
計画を立てる」等の計画性 5項目、「自分自身が
変わるために何が必要かを理解している」等の

変化への準備 4 項目、「成長しようと思うとき、
資源を活用する」等の資源の活用 3項目の 4つ
の下位尺度、全 16項目で構成される。6件法で
回答を求め、各下位尺度および全体の合計得点

を質問項目数で割ったものが下位尺度値および

全体値とされる。得点が高いほど自己成長主導

性が高いとされる。 
33.. 分分析析方方法法  
援助要請スタイル尺度の分類基準に従い、対

象者を自立群、過剰群、回避群に分類し、3群間
の差の検定を行った。分類基準に該当しなかっ

た者は、分析対象から除外した。 
基本属性については、カイ二乗検定または

Fisherの正確検定により行った。援助要請スタ
イル、自己肯定感、自己成長主導性の得点につ

いては、Kruskal-Wallis 検定により行った。
Kruskal-Wallis検定で有意差が見られた項目に
関しては、多重比較を Steel-Dwass検定により
行った。 
本研究における有意水準は 5%とした。解析に

は統計ソフト JMP Pro 17.2を使用した。 
44.. 倫倫理理的的配配慮慮  
協力を得ることができた 3 校において、看護

学生に対して授業や成績等への影響がなく、回

答への強制力が働かない方法を教員と検討した。 
看護学生に対しては、研究の概要、Web調査

への回答は任意であること等を口頭または文書

で説明した。回答は依頼文書に記載された QR
コードまたは URLからアクセスできるWeb調
査フォーマットにて行い、同意確認欄で「はい」

にチェックを入れた場合のみ回答画面に移行す

るようにした。 
調査期間は 2024年 4月 30日から 9月 30日

である。 

本研究は、大阪大学医学部附属病院観察研究

倫理審査委員会および研究機関の長の承認を得

て実施した（承認番号：24011、承認年月日：2024
年 4月 30日）。 

 
ⅢⅢ．．結結果果   
11.. 対対象象者者のの特特性性（（表表 11））  
本研究では、国立大学１校（A 大学）、私立大

学 2校（B大学、C大学）の合計 813人に調査依
頼文書を配布し、256人から回収された（回収率：
31.5％）。このうち、回答の同意を得られなかっ
た 3 人（1.2％）、男性 11 人（4.3％）、分類基準
に該当しない 19人（8.6％）を除外した 223人を
分析の対象とした（有効回答率：87.1％）。大学間
で基本属性の全項目において有意な差は見られ

なかったため、大学の影響を考慮せず以下の分析

を行った。  
22.. 看看護護学学生生ににおおけけるる援援助助要要請請ススタタイイルルごごととのの
特特徴徴のの把把握握（（表表 11、、表表 22））  

11)) 自自立立群群のの特特徴徴  
自立群に属する人数は 110人（49.3％）と、3

群の中で最も多かった。 
援助要請自立型の平均値（SD）は 22.08（2.73）

であり、他の 2群より有意に高かった（P < .001）。
援助要請過剰型の平均値（SD）は 13.83（4.23）
で回避群より有意に高かった（P < .001）。援助要
請回避型の平均値（SD）は 12.54（4.93）で過剰
群より有意に高かった（P < .001）。 
22)) 過過剰剰群群のの特特徴徴  
過剰群に属する人数は 86人（38.6％）で 2番

目に多かった。 
 援助要請自立型の平均値（SD）は 17.94（3.91）
で回避群との有意差は認められなかった。援助要

請過剰型の平均値（SD）は 24.63（2.95）であり、
他の 2群より有意に高かった（P < .001）。援助
要請回避型の平均値（SD）は 8.33（4.03）であ
り、他の 2群より有意に低かった（P < .001）。 
自己肯定感の平均値（SD）は 25.41（5.37）で

あり、回避群より有意に高かった（P=0.033）。 
自己成長主導性の平均値（SD）は 4.03（0.72）

であり、自立群より有意に高かった（P=0.037）。
また、自己成長主導性の下位尺度である資源の活

用の平均値（SD）は 4.31（0.81）であり、他の
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2群より有意に高かった（P < .001）。 
33)) 回回避避群群のの特特徴徴  
回避群に属する人数は 27 人（11.2％）で最も

少なかった。 
援助要請自立型の平均値（SD）は 16.85（3.92）

で過剰群との有意差は認められなかった。援助要

請過剰型の平均値（SD）は 9.63（5.30）であり、
他の 2群より有意に低かった（P < .001）。援助
要請回避型の平均値（SD）は 22.96（2.93）であ
り、他の 2群より有意に高かった（P < .001）。

 

 

ⅣⅣ．．考考察察  
本研究では、看護学生における援助要請の特徴

を自己肯定感と自己成長主導性と関連付けて明

らかにすることを目的に、近畿地方の看護系大学

3校において調査を行い、主に用いる援助要請ス
タイルに基づき分類された自立群、過剰群、回避

群の特徴を明らかにすることができた。以下、各

群の特徴に応じた教育支援ついて考察する。 
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本研究の自立群は、110 人（49.3％）と 3 群の
中で最も人数が多かった。これは、一般大学生を

対象とした先行研究でも、自立群の人数が最も多

くなるという結果 11) 20) を支持するものであった。 
本研究の自立群の援助要請自立型の平均値（SD）
は 22.08（2.73）であり、先行研究 6) 11) 20) と比べ

て高く、看護学生は援助要請自立型をより多く用

い、自身で問題解決を試みる傾向があることが示

された。これは、問題解決思考に基づき看護過程

を展開する看護基礎教育の影響を受けていると

考えられた。また、援助要請過剰型の平均値（SD）
は 13.83（4.23）と回避群より有意に高く（P 
< .001）、援助要請回避型の平均値は 12.54（4.93）
と過剰型より有意に高く（P < .001）、過剰型や回
避型も用いて援助要請を行っていることが明ら

かにされた。看護学生は、グループワークや演習

等学生同士で助け合って学ぶことや、教員から直

接指導を受けることが多く 1)、援助要請過剰型を

用いる機会が与えられていることが影響してい

ると考えられた。一方で、実習においては、看護

学生が人に頼らないことで周囲に影響を及ぼす

問題に直面する場面も多いことが指摘されてお

り 9)、援助要請回避型を用いる機会もあることが

示された。臨床現場においては、緊急時には応援

を要請するという基本的な姿勢を身につけ、問題

発生を予防できる援助要請の教育的支援が求め

られることが示唆された。 
本研究の過剰群は、援助要請自立型の平均値（SD）
が 17.94（3.91）と中央値を超えていた。援助要
請回避型が他の 2群より有意に低く（P < .001）、
他者からの援助を多く利用しながら、自身で問題

解決を試みる傾向があることが示された。また、

自己成長主導性の下位尺度である資源の活用の

平均値（SD）が 4.31（0.81）と他の 2群よりも
有意に高く（P < .001）、先行研究 21) よりも高い

値であった。自己肯定感も回避群よりも有意に高

かった（P=0.033）。これらより、資源の活用とし
て援助要請を行うことで自己成長につながり、自

己肯定感が高くなる可能性が示唆された。これま

での研究 20)では、過剰群は悩みや抑うつの得点

の高いことが指摘されている。本研究では抑うつ

等との関連は検討していないが、異なる特徴を持

つことが考えられた。関係機関、関係職種を重要

な資源として活用し、連携、協働する援助を要請

する教育を推進することが、学生の成長や自己肯

定感の向上につながる可能性が示唆された。 
本研究の回避群は、援助要請自立型の平均値

（SD）が 16.85（3.92）と中央値を超えていた。
援助要請過剰型が他の 2 群より有意に低く（P 
< .001）、他者からの援助を利用せずに、自身で問
題解決を試みる傾向があることが示された。また、

自己肯定感の平均値（SD）が 21.93（6.94）であ
り、先行研究 16) 17) の平均値と比較しても低い点

数であった。自己肯定感の低い人は、援助要請を

回避する傾向にある 22) との指摘や、教員や実習

指導者の援助が、看護学生の自己肯定感の向上に

影響した可能性が示唆されている 23)。本研究は

横断研究のため、各要因の因果関係は明らかには

できないが、学生自身が自己の能力や価値を肯定

的に捉えられるような配慮 23)、援助要請しやす

い環境づくりの両面から支援することが必要と

考えられる。回避群の人数は 27 人（12.1％）で
あるが、対人能力が低下している近年の影響を強

く受けている群ともいえるため、注意深く対応し

ていく必要がある。 
 
ⅤⅤ．．結結語語  
本研究では、既存の 3つの援助要請スタイルの

分類を基準とする特徴の違いについて検討し、援

助要請自立型を基軸とし、資源活用としての援助

要請が、自己成長や自己肯定感の向上につながる

看護学生の特徴が示された。 
しかし、近畿地方の限られた大学を対象にした

結果であり、本研究では除外された短期大学や専

門学校、男子学生の特徴との比較や、地域性を考

慮したサンプリング等により、より詳細に看護学
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生の援助要請の特徴を明らかにする必要がある。 
また、援助要請に影響する要因を抽出する研究

を積み重ね、影響要因との関連から、援助要請の

潜在構造をより詳細に明らかにする分析方法も

検討していく必要がある。 
  
ⅥⅥ．．結結論論  
 本研究では、看護学生における援助要請の特徴

を自己肯定感と自己成長主導性と関連付けて明

らかにすることを目的に、近畿地方の看護系大学

3校において調査を行い、主に用いる援助要請ス
タイルに基づき自立群、過剰群、回避群の 3群に
分類し分析を行った。 
本研究では、看護学生における援助要請スタイ

ルの特徴を明らかにすることを目的とした。 
看護学生は、援助要請自立型をより多く用い、自

身で問題解決を試みる傾向があることが示され

た。これは、問題解決思考に基づき看護過程を展

開する看護基礎教育の影響を受けていると考え

られた。 
 自立群は、援助要請自立型の平均値が先行研究

よりも高く、過剰型および回避型の援助要請も行

っており、問題解決思考の看護教育、学生同士の

協力や教員の指導を受けやすい演習、援助を要請

しにくい実習環境等の看護学生の特徴が影響し

ている可能性が考えられた。 
過剰群は、援助要請自立型が中央値を超え、援

助要請回避型が有意に低く、先行研究とは異なり、

資源の活用として援助要請を行うことで自己成

長につながり、自己肯定感が高くなる可能性が示

唆された。 
回避群は、援助要請自立型が中央値を超え、援

助要請過剰型が有意に低く、自己肯定感は先行研

究よりも低い特徴があり、自身を肯定的に捉えら

れるような配慮と援助要請しやすい環境づくり

の両面からの支援の必要性が示された。 
これらの看護学生の援助要請の特徴を踏まえ、

学生の援助要請スタイルに応じた学習環境の整

備や教育方法を検討することにより、学生が適切

に援助要請を行い、主体的に自己成長の行動を起

こし、自己肯定感を向上させることに貢献できる

ことが示された。 
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